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歯科口腔保健対策部会の開催状況等 

開催日 令和８年１月 19日（月） 

構成員等 

歯科口腔保健対策部会長：愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座 嶋﨑義浩主任教授 始め 14名 

 学識経験者、県医師会、県歯科医師会、県歯科衛生士会、県看護協会、県栄養士会、全国健康保険協会愛知支部、県老人福祉施設協議会、県知的障害者福祉協会、市町村歯科医

師・歯科衛生士代表、小・中学校養護教諭代表、県保健所長会（順不同） 

協議事項 

及び 

検討状況

等 

協議事項 「第２期愛知県歯科口腔保健基本計画」の主な取組について 

計画の取組状況（資料 3-2）、歯科口腔保健対策に係る課題等について 

協議した。 

 

（主な意見） 

○健康に関する啓発に関して、若い世代に対するアプローチは課題である。

県歯科医師会への委託事業で、専門学校と連携して学生が作成した動画の

ように、新しい感覚で取り組む必要性を感じている。 

○若い世代への啓発には、情報を分かりやすく伝えるため LINEや Instagram、 

YouTube など SNSの活用が重要になってくる。 

○幼児期から歯科保健行動を習慣にすることで、若い世代も歯科受診しやすくなる。そのためには親が習慣とすることが必要である。ライフコースアプローチの考えにより、その

年代の情報だけを伝えるのではなく、その前から常に情報発信していくことが重要。 

○保健指導を実施する中、多職種で連携することで気づく視点があると実感した。多職種連携を進めていく必要がある。 

○障害者入所施設においては入所者の高齢化が進んでおり、食べる力、飲み込む力が弱くなっている方が多いことから、誤嚥が課題である。 

○県内で外国籍のこどもが増えてきており、歯科保健についての説明に苦慮することがある。特に、口腔機能については説明が難しいと感じる。言語がなくても絵を見て理解でき

る媒体があると良い。 

○フッ化物洗口の実施率は、保育園等では新型コロナウイルス発生前の水準にほぼ戻っているが、小学校ではいくつかの市町村において戻っていない。むし歯は減ったからフッ化

物洗口をしなくても良いのではないか、という意見も聞かれるが、フッ化物洗口を続けることによって健康な状態を維持していくことが重要である。 

 

今後の取組 

の方向性 
「第２期歯科口腔保健基本計画」に基づき、引き続き、関係機関・団体と連携し、取組を進める。 
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